
表 1434　被嚢性腹膜硬化症（EPS）の既往　透析前BUN(mg/dL)別 （腹膜透析の経験があるか現在施行している患者 透析回数週３回 透析歴２年以上）

透析前BUN なし
あり(剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴あり）

あり(剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴なし）

あり(剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴あり）

あり(剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴なし）

合計 不明 記載なし 総計

20未満 20 3 23 1 24
（％） (87.0) (13.0) (100.0)
20～ 94 7 101 5 12 118
（％） (93.1) (6.9) (100.0)
30～ 289 21 4 3 317 12 43 372
（％） (91.2) (6.6) (1.3) (0.9) (100.0)
40～ 812 60 3 13 5 893 25 79 997
（％） (90.9) (6.7) (0.3) (1.5) (0.6) (100.0)
50～ 1,460 100 6 15 13 1,594 61 180 1,835
（％） (91.6) (6.3) (0.4) (0.9) (0.8) (100.0)
60～ 1,563 124 3 12 20 1,722 59 181 1,962
（％） (90.8) (7.2) (0.2) (0.7) (1.2) (100.0)
70～ 1,243 97 2 10 10 1,362 30 144 1,536
（％） (91.3) (7.1) (0.1) (0.7) (0.7) (100.0)
80～ 548 51 2 5 6 612 32 61 705
（％） (89.5) (8.3) (0.3) (0.8) (1.0) (100.0)
90～ 217 8 2 4 231 7 25 263
（％） (93.9) (3.5) (0.9) (1.7) (100.0)

100～ 55 7 1 3 66 5 8 79
（％） (83.3) (10.6) (1.5) (4.5) (100.0)

110～ 28 4 1 33 1 1 35
（％） (84.8) (12.1) (3.0) (100.0)

120～ 9 1 10 2 12
（％） (90.0) (10.0) (100.0)
合計 6,338 483 16 63 64 6,964 237 737 7,938
（％） (91.0) (6.9) (0.2) (0.9) (0.9) (100.0)

記載なし 84 6 2 92 161 253
（％） (91.3) (6.5) (2.2) (100.0)
総計 6,422 489 16 65 64 7,056 237 898 8,191
（％） (91.0) (6.9) (0.2) (0.9) (0.9) (100.0)
平均 62.84 63.44 61.56 61.27 67.00 62.90 63.34 62.69 62.90

標準偏差 15.88 16.78 14.50 16.69 16.30 15.98 16.57 16.00 15.98

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
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